




　こちらは段組見本となります。
　段組構成は
　文字数26×行数26
　フォントサイズ8.5
　フォント　しっぽり明朝TTF　行間１
　です。
　
　余白はこのまま変更しないで下さい。
　次のページから、見本文が入ります。
　このテンプレートを使用しないでも、同じ構成でしたら問題御座いません。


























　見本

「なんかお前、顔色悪くない？」
　ザワザワと昼休憩を楽しむ同級生たちの声に隠れるように、黒パンのサンドイッチを頬張っていた川西がこっそりとサンドイッチで口元を隠しながら問うてくるのを、白布はきょとんとして聞いていた。
「別に？」
「目の下に隈があるけど」
「お前と違って俺は勉強熱心なんで」
「期末だってもう終わっただろ」
「試験以外にも勉強しなきゃなんない事はあるだろうが」
　しっかりしろよ、新主将様。揶揄するように言ってやれば、口で負けた川西は忌々しげに呻いてからサンドイッチを口に詰め込む。
　三年生が引退して、三学期が来て、期末が終わって、もうすぐ三年は卒業する。そうなれば白鳥沢においての一つの時代は完全に終焉を迎え、すでに動き始めている川西と白布による新体制が本格的に動き始める事になるだろう。
　スポーツ推薦で上がってる川西が主将になるのはもう２年になった時から決まっていたようなもので、白布はソレに関しては文句なんかは一切ない。
元々自分は副主将タイプだと自覚していたし、短気でカッとし易い白布を抑えるには川西くらいテンポの遅いヤツの方がいいだろうと言ったのは瀬見だ。
釈然としない所はあったけれど、確かに、と思ったのでやはり文句は言わなかった。
　白鳥沢バレー部は部員が多いので副部長は２人つく事になる。
牛島が主将だった時にもそうだったし、副主将の他にもポジションリーダーが居るので主将がキリキリと舞う事はほとんどない。
　が、だからと言ってやらないでいいわけではないので、これからはきっと自分たちはただ自分のことだけを考えているわけにはいかなくなるだろうなと、白布は思っていた。
そうなると、今後が少し不安なのも、正直な所だ。
　白布は推薦ではなく一般で白鳥沢に入ってきた人間だ。元々運動性能がいいわけでもなく、特筆して自慢出来るスキルもない。
五色のように天性の運動能力があるわけでも、川西のように瞬時にコート上を把握出来る視野も能力も、そもそもないのだ。
　つまりはこれから、白布は今まで以上に努力をしなければいけない。
牛島が居なくなってやる気が失せたんだろうと言われてしまう事は何よりも避けたい所なのだけれど、だからと言ってそれだけをしていられる身分でもなくなる。
　それは川西とて同じ事だが、基本スペックが違うとわかっている分だけ、白布の不安は大きかった。
　牛島に対抗意識を持っている五色ならばいい。白布が手を抜いていると気付いたら「こなくそ」と噛み付いてくるヤツだ。
多少白布がサボった所で逆にアイツの発奮材料になる事だろう。
　だが川西はそうではない。元々自信家とは程遠いヤツだから、きっと悪い方向に気にしてしまうだろう。
　そう、今の、心配げに白布を見ている様子そのままに。
「シャッターシャーーンス！」
「うわっ！」
「天童さん」
「なーに二人して睨み合ってんのさー。賢二郎のうどんすごい事になってるよぉー？」
「うわほんとだ」
　微妙な、緊迫しているわけでもないのにどうにもピリついた空気に突然割り込んできたのは、聞き慣れた軽い声と一瞬のフラッシュだった。
　フラッシュはやめろと後頭部を叩かれている天童と叩いている瀬見。
瀬見が手にしているのは多分川西と同じようにカフェテリアあたりで買ってきたランチだろうから、彼らもこれから昼食なのだろう。
　白布は、のびのびになってしまっているうどんのトレーを少し脇にずらしてから慌てて箸を動かし始めた。
うどんは好きだが、天童と違ってのびているうどんは好きではない。


[bookmark: _GoBack]


　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　見本おわり
